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○ワークシート１の感想例

広島に投下された原子爆弾によって 16 万人近い人々が亡くなったとされており，これは当時の広島

市の人口 35 万人のうち約半数を占めている。地図コンテンツに半径 8km の円を描画したところ広島

市のほぼ全域をカバーしており，広島市全域にわたって壊滅的な被害を及ぼしていたことが分かった。

また，被害の様子を調査したところ，爆心地から半径 2km 圏内は多くの人が即死であったことから，

原子爆弾の恐ろしさを改めて理解することができた。

○ワークシート２の感想例

地図コンテンツに東京駅から半径 8km 圏内のサークルを描画したところ，東京のありとあらゆる中

核となる部分がこれに含まれていることが分かった。もし東京駅に原子爆弾が投下されたのなら，もう

東京というレベルではなく日本が機能しなくなってしまうだろう。今回の地図コンテンツの作成を通

して，改めて原子爆弾の恐ろしさを知ることができた。またこのような悲惨極まりない状況は，二度と

繰り返してはいけないと強く感じた。

本事例のポイントと留意点

○ポイント

・地図コンテンツの描画方法について実習を通して理解することができる。

・原子爆弾による被害の甚大さを改めて確認し，平和問題への理解を深めることができる。

・修学旅行で平和学習を行う場合において，事前あるいは事後学習としても活用できる。

・他教科（地歴公民／総合など）との連携を図ることができる。

○留意点

・必要に応じて，使い易いブラウザやテキストエディタを事前に生徒用 PC にインストールしておく。

・HTML, CSS, JavaScript のテンプレートファイルを修正させるようにする（プログラミングに重点を

置き過ぎない）。
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